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株式会社フィードテイラーのご紹介

自社・受託をあわせて実績120個以
上。2008年より事業化。B2Bアプリ
が得意

設立日 2006年7月7日

所在地 大阪市北区東天満 1-12-11

代表者 大石 裕一

資本金 1000万円

従業員数 6人 (アルバイト、外部パートナー含む )

免許 /資格

ACN
AWS Technology Partner
情報処理安全確保支援士  

Web https://www.feedtailor.jp/

Webサイト高速化・セキュリティ強化事業

エンタープライズ iOSアプリ  事業

WordPressサイトの静的化技術を提
供し、サイトの高速性と安全性を高
めるサービス
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form
静的ページ上で動作する、PHPが不
要なJavaScriptベースのメールフォー
ムツール

エンタープライズiOS研究所 エンタープライズiOSを専門とす
る国内唯一の特化型メディア
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form

通知

返信

PHP不要・メールサーバ不要のフォーム実装ツール
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静的化してスピードとセキュリティを担保するのが2020年以降のトレンド

静的化ページ上でjsを使って動的要素を実装する

『Jamstack』のコンセプトが広がりつつある
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デザイン HTML化 PHP化・設定

デザイナー コーダー エンジニア

レガシーなフォームと espar form の違い

legacy form

デザイン HTML化 JS 貼り付け
html css 調整

デザイナー コーダー

月に1回動く程度の仕組みに時
間・お金をかけて、さらに
セキュリティリスクを背負う

form

html/css/javascriptのみで
短期間・低コストに実装し
セキュリティリスクも軽減

ready
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① フォームを置くページのhtml内に埋込コードを貼り付ける

espar form の導入手順
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② 専用クラス等をhtmlに追記してフォームの振る舞いを定義する

フォームを識別するID

必須チェックに失敗したら表示されるエラー文言用クラス

必須チェック

① フォームを置くページのhtml内に埋込コードを貼り付ける

espar form の導入手順
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③ 管理画面でメール内容や送信先の設定

espar form の導入手順
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form

通知

返信

以上の3ステップでhtmlに書いたフォームが動き出す

PHP・DB・CMS・メールサーバ不要



入力画面

確認画面・完了画面は espar form が自動生成

コーダー

入力画面のhtmlだけ作る

form

j自動生成

確認画面 完了画面



入力画面

入力条件（バリデータ）を多数用意。エラーは自動表示

コーダー

入力画面の
htmlだけ作る

指定した入力条件に合わせて、
あらかじめHTML上に記載するエラーを自動的に表示制御

エラー表示

エラー画面



豊富な入力条件（バリデータ）

条件識別子 入力値チェック内容

required 必須チェック

email メールアドレス形式チェック

emailDomain メールアドレス形式で@の後のドメインが存在するかどうかのチェック

url URL形式チェック

number 符号、小数点、3桁ごとのカンマ付き半角数字のチェック

digits 半角数字のみかどうかチェック

alpha 半角アルファベットのみかどうかチェック

alphanumeric 半角英数字とアンダースコアのみかどうかチェック

zip 郵便番号形式のチェック

tel 電話番号形式のチェック

minlength 最小文字数チェック

maxlength 最大文字数チェック

min 最小値チェック

max 最大値チェック

equalTo 別の入力項目と一致しているかチェック

espar form 独自！

お客様がメールアドレス入力を

誤って連絡不能になってしまう事

態を回避



CSSクラスとエラー文言を追加するだけで条件チェックが発動

この input 要素は必須です
という意味のクラスを追加する

エラー文言は最初から書いておく（ CSSで display:none; を指定）
必須条件を満たさない場合のみ表示される

espar form を動作させるのに必要なのはCSSクラス名のみ

それ以外のhtmlは自由 → 他のフォームサービスに比べて自由度が高い



独自の入力条件（バリデーション）をjsで追加可能

実装はjsで条件式を書くだけ

独自の入力条件をjsで容易に実装が可能

inputやselect要素に独自条件をクラス指定し、対応するエラー要素を定義する



ファイル添付にも対応

添付ファイルの数・形式・サイズ等の自動チェックやエラー表示もhtml/cssだけで実現可



専用の管理画面

送信すべきメールのヘッダや本文をテンプレートとして設定する



柔軟な設定が可能

.espf_date フォーム入力日付

.espf_time フォーム入力時間

.espf_remote_addr フォーム入力ユーザの IPアドレス

.espf_user_agent フォーム入力ユーザの UserAgent

.espf_referer フォームのURL

フォーム入力値に置き換わる変数

日時やIP・ユーザエージェント等の標準変数

To, Cc, Bcc, From, Reply-To を自由に設定

if 構文を使って条件分岐が可能



メール連携

form

各種サービスの専用受付メールアドレスを宛先に設定してシステム連携が可能

MAIL



チャット連携

MAIL

CHAT

form

slackの任意チャンネルにメールと同じ文面が飛ぶ

チャットサービスに連携



Google SpreadSheet 連携 / kintone 連携

MAIL

CHAT

form
RestAPI

Google SpreadSheet 連携。入力内容を自動保存。あとからCSVダウンロードも可能



高い開発自由度。カスタマイズ可能なコールバック

コールバック コールバックが呼ばれるタイミング

input_ready_callback 入力画面が表示されきったあと

confirm_ready_callback 確認画面が表示されきったあと

validation_success_callback 入力画面で条件チェックエラーがなかったとき

validation_failure_callback 入力画面で条件チェックエラーがあったとき

submit_success_callback 送信が成功して完了したあと

submit_failure_callback 送信が失敗して終了したあと

back_clicked_callback 確認画面で戻るボタンがクリックされた直後

submit_clicked_callback 送信ボタンがクリックされた直後

confirm_clicked_callback 確認ボタンが押された直後

フォーム遷移中の状況に応じた様々なコールバックを用意。



入力画面の表示初期は確認画面を無効化、

かつ、

URLのGETパラメタから特定値を自動挿入

コールバックを使ったカスタマイズ例

標準の振る舞いで不足する場合は、独自の振る舞いを JavaScript で自由に実装可能。



確認画面で「戻る」がクリックされた時にフラグ値

を変更。戻った先の入力画面での表示に活用

標準の振る舞いで不足する場合は、独自の振る舞いを JavaScript で自由に実装可能。

コールバックを使ったカスタマイズ例



確認画面が遷移した瞬間に、

入力画面で表示されていた説明文を非表示化

コールバックを使ったカスタマイズ例



DKIM対応 / DKIM独自署名対応NEW

元より SPF には対応済みでしたが、新たに DKIM にも対応いたしました。

espar form 経由のメールが迷惑メールとされる確率は限りなく低くなります。（Gmail 等のガイドラインにも準拠）



DKIM対応 / DKIM独自署名対応NEW

espar form の DKIM 対応では espar.biz ドメインでの署名を行いますが、

署名に使用するドメインを独自ドメインに変更することができます。（有償オプション）



新しい入力チェック（バリデータ）クラスの追加

条件識別子 入力値チェック内容

creditcard クレジットカード番号のチェックディジットのチェック

today-YYYY 入力された4桁表記の「年」が今年と一致するかのチェック

today-YYMM 入力された4桁表記の「年月」が今月と一致するかのチェック

today-YYYYMM 入力された6桁表記の「年月」が今月と一致するかのチェック

today-YYYYMMDD 入力された8桁表記の「年月日」が今日と一致するかのチェック

future-YYYY 入力された4桁表記の「年」が来年以降かのチェック

future-YYMM 入力された4桁表記の「年月」が来月以降かのチェック

future-YYYYMM 入力された6桁表記の「年月」が来月以降かのチェック

future-YYYYMMDD 入力された8桁表記の「年月日」が明日以降かのチェック

todayOrFuture-YYYY 入力された4桁表記の「年」が今年以降かのチェック

todayOrFuture-YYMM 入力された4桁表記の「年月」が今月以降かのチェック

todayOrFuture-YYYYMM 入力された6桁表記の「年月」が今月以降かのチェック

todayOrFuture-YYYYMMDD 入力された8桁表記の「年月日」が今日以降かのチェック

NEW



条件識別子 入力値チェック内容

past-YYYY 入力された4桁表記の「年」が去年以前かのチェック

past-YYMM 入力された4桁表記の「年月」が先月以前かのチェック

past-YYYYMM 入力された6桁表記の「年月」が先月以前かのチェック

past-YYYYMMDD 入力された8桁表記の「年月日」が昨日以前かのチェック

todayOrPast-YYYY 入力された4桁表記の「年」が今年以前かのチェック

todayOrPast-YYMM 入力された4桁表記の「年月」が今月以前かのチェック

todayOrPast-YYYYMM 入力された6桁表記の「年月」が今月以前かのチェック

todayOrPast-YYYYMMDD 入力された8桁表記の「年月日」が今日以前かのチェック

クレジットカードの入力を求めるフォームで必要とされるバリデータを中心に、

年月日の前後チェックが可能なバリデータが多数追加されました。

新しい入力チェック（バリデータ）クラスの追加NEW



新しいグローバルプロパティの追加

条件識別子 入力値チェック内容

validate_on_focusout true にすると入力要素からフォーカスが外れる度に入力チェックを行う
デフォルトは false

validate_on_keyup true にするとキー入力UPのイベントの度に入力チェックを行う
デフォルトは false

NEW

入力チェック(バリデーション)を行う頻度をコントロールできるようになりました。



LB
Web

Web
JSCSSHTML

form 管理画面

espar form を組込んだLPやサイトのファイル一式を、弊社用意の専用インフラでホスティングする仕組み。

証明書の取得・更新、冗長化に標準で対応。LPやサイト用のサーバを新たに構築・保守する必要がなくなります。

フォームホスティング オプション予定



MAIL

CHAT
form

RestAPI

問い合わせ一元管理サービス『Re:lation』連携

CRM (問い合わせ管理 )

問い合わせフォームからの受け付けと同時に、CRMのマスターデータとして顧客情報が自動登録されます。

（顧客情報の入力工数の大幅削減、属性情報の利活用・分析の促進）

ご注文

顧客情報が入力されるフォーム

予定



様々なチャネルからの問い合わせを集約し組織内共有のうえ対応を一元化。フォームから届く問い合わせも集約。
（株式会社インゲージ様 『Re:lation』 https://ingage.jp/relation/）

問い合わせ一元管理サービス『Re:lation』連携予定



入力画面 確認画面

フィルタクラスによるコンバート機能

「半角から全角」等の自動コンバート機能。特別なCSSクラスを指定した要素の入力値を自動的に変換します。

上図は全角変換して送信する例。「全角入力制限をかけてUXを悪くする」ありがちな顧客要件を回避することができます。

予定



espar リファラルプログラム

制作会社様・SIer様
個人デザイナー様

弊社 エンドユーザ様

ご紹介

ご契約

espar form のご紹介制度を開始いたします。（2025年）

サイト制作案件等で導入頂いた場合に、初期・月次の紹介報酬をお支払いいたします。

予定



制作会社様・SIer様
個人デザイナー様

弊社 エンドユーザ様

実装・納品紹介料の
お支払い

お支払い

espar リファラルプログラム予定

エンドユーザ様によるお支払の弊社着金ベースで積算し翌月末にお支払いたします。

（振込手数料はご負担頂く想定です。お支払いを電子ギフトカード送付に代替することも可能になる予定です。）



espar form の導入事例

https://j-btp.com/about/?to=office

三井物産ケミカル様  サービス紹介サイト 富士ソフト (株)様 moreNOTE製品サイト

https://www.morenote.jp/simulator/

APIを介した見積書PDF生成システム連携



espar form の導入事例

https://shinewater.jp/form/

シャインウォーター様  契約申し込みサイト 伊藤園様  お客様窓口ページ

https://www.itoen.co.jp/form/inquiry3/

APIによる Google SpreadSheet 連携で申込履歴の自動蓄積
メール送信を介したCRMシステム連携

用途ごとのフォーム量産にご採用
10以上のフォーム稼働中


